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海
老
名
の
歴
史
を
巡
り
な
が
ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

新
春
の
え
び
な
を
歩
く

　

海
老
名
に
は
、
市
内
の
史
跡
や
歴
史
な
ど
を
詠
ん
だ
い
ろ
は
か
る
た
、「
海
老
名
郷
土
か
る
た
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
郷
土
か
る
た
の
中
か
ら
、
こ
と
し
の
干
支
で
あ
る
巳
に
ち
な
み
、「
み
」
の
詠
み
札
ゆ
か
り
の
地
を
含
む
、
約

１
万
歩
、
所
要
時
間
約
２
時
間
程
度
の
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
※
距
離
と
時
間
は
参
考
で
す
。

　

新
年
の
す
が
す
が
し
い
空
気
と
海
老
名
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？　

あ
な
た
だ
け
の
、
新
し
い
海
老

名
の
魅
力
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（「
海
老
名
郷
土
か
る
た
」
は
、
市
役
所
地
下
売
店
に
て
１
組
１
０
０
０
円
で
販
売
中
）

社
家
駅

三
島
社

市
役
所

大
島
記
念
公
園

今
福
薬
医
門
公
園

⬅
約
５
分

⬅
約
20
分

⬅
約
５
分

⬅
約
20
分

晴れた日には、
正面に富士山が
見えます！

貫抜川にかかる貫抜橋から
相模線の踏み切り周辺は、
道幅が狭く、交通量も多い
ので、十分に注意して歩い
てください。

駅舎外観は、
1926年開業
当時のまま

ここ
は道幅が狭いの

で
注
意
！

　公園の北にある海源寺には、市文化財の大島豊後守
正時坐像があります。正時は、室町時代の安房の国（千
葉県）の武将でしたが、海老名の領主海老名広治の招
請により、領地争いの救援のため海老名にやってきた
といわれています。その後、血筋が絶えた海老名氏に
代わり、この地を領有するようになったとされ、現在
に至るまでその家系を保っています。公園名は、子孫
である大島氏が屋敷の一部を市に寄付したことによる
もので、園内には大島氏の由来を刻んだ記念石碑が
建っています。敷地面積は約1,600平方メートル。

郷土かるた／み『三島社の　不動明王　いかめしく』

　祭神は大山祇命（おおやまつみのみこと）です。ご神体は
武者姿の画像でしたが、昭和23年２月９日の火災で焼失して
しまいました。祭神の本仏地は、「新編相模国風土記稿」に
よると、天保年間（1830～43）には薬師如来であったとさ
れます。境内にはかつて、正徳４年（1714）に粉川市正が
鋳造した供鐘がありました。ご神木は周囲約８. ５㍍のツ
キノキで、中の空洞には大蛇が住んでいたとの伝承があ
りましたが、現在は枯れてしまい残っていません。境内
に向かう参道には数本のクスノキとムクノキがあり、神
社の裏手に廻ると、自然緑地保全樹木に指定されている、
見事なマキの大木があります。

大島記念公園１

三島社３

　平成16年５月、海老名市の旧家のひとつである今福
家より、旧屋敷跡の一部が市に寄贈されました。嘉永
６年（1853）に新築上棟された総欅造りの表門や、弘
化４年（1847）に建てられた３階建ての文庫蔵は、歴
史的建造物としても貴重な遺構です。また、園内には
四季折々50種類以上の草花が咲き、訪れる人々に癒し
の空間を与えてくれます。

今福薬医門公園２

▲�著名な教育者・大島正健氏の生家跡としても知られています

▲�緑に囲まれた今福薬医門公園。静かで安らぐ場所です

◀かるたのよみことばが記された凝木柱が設置されています


